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	応用
	抗原情報
	背景
	PGLYRP1（ペプチドグリカン認識タンパク質1）はタンパク質コード遺伝子です。関連パスウェイにはTNFシグナル伝達（sino）などがあります。この遺伝子に関連するGOアノテーションには、ペプチドグリカン結合とN-アセチルムラモイル-L-アラニンアミダーゼ活性が含まれます。この遺伝子の重要なパラログはPGLYRP4です。ペプチドグリカン代謝過程、多糖類分解過程、多糖類代謝過程、アミノグリカン代謝過程、アミノグリカン分解過程、グリコサミノグリカン分解過程、防御反応、免疫反応、行動、リズム行動、概日リズム、高分子分解過程、ペプチドグリカン分解過程、外部刺激の検知、生物刺激の検知、細菌への反応、細菌の検知、炭水化物分解過程、概日睡眠覚醒周期過程、グリコサミノグリカン代謝過程、細菌への防御反応、概日睡眠覚醒周期、概日睡眠覚醒周期の調節、概日リズムの調節、自然免疫反応、概日睡眠覚醒周期の調節、睡眠、リズム過程、概日行動、行動の調節、グラム陽性菌への防御反応細菌、刺激の検出、
	研究分野
	細胞生物学、アポトーシス、受容体、関連タンパク質、神経科学、神経プロセス、概日リズム、ホルモン、微生物学、タンパク質、ヒトタンパク質、デフェンシン、免疫学、自然免疫、サイトカイン、がん、細胞死
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	PGLYRP1抗体を用いたHepG2 823-AV 293T AD293 Hela細胞溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈。二次抗体は1:20000に希釈。

